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７０年前の基準のままでいいか

災害時、子どもの命を守れない

保
育
士
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
２
６
４

８
通
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
中
で
、

「
災
害
時
に
子
ど
も
の
命
を
守
れ
な
い
」

と
感
じ
て
い
る
保
育
者
が
８
割
を
超
え

て
い
ま
す
。
毎
日
の
よ
う
に
行
わ
れ
る

散
歩
や
夏
の
プ
ー
ル
遊
び
な
ど
で
も
、

今
の
保
育
士
の
数
で
は
安
全
面
で
不
安

を
感
じ
て
い
る
保
育
者
が
６
割
。
食
事
・

早
朝
夕
刻
保
育
・
日
常
の
遊
び
な
ど
で

も
不
安
を
感
じ
て
い
る
保
育
者
が
多
く
、

勤
務
時
間
中
、
強
い
緊
張
状
態
が
強
い

ら
れ
て
い
る
と
訴
え
て
い
ま
す
。
「
避

難
訓
練
で
０
歳
児
２
人
は
お
ん
ぶ
と
抱
っ

こ
で
き
る
け
ど
、
３
人
目
は
ど
う
す
る

こ
と
も
で
き
な
い
」
「
３
歳
児
の
２
０

人
が
お
昼
寝
し
て
い
る
と
き
に
災
害
が

起
き
た
ら
全
員
起
こ
し
て
、
障
害
児
も

含
め
て
一
人
残
さ
ず
、
私
一
人
で
避
難

さ
せ
る
自
信
が
な
い
」
「
子
ど
も
の
発

達
に
は
個
人
差
が
あ
り
、
１
歳
児
で
も

歩
け
な
い
子
が
い
る
中
、
１
対
６
の
配

置
で
は
お
ん
ぶ
、
抱
っ
こ
、
両
手
を
つ

な
い
で
も
守
れ
る
の
は
４
人
ま
で
。
残

り
の
２
人
を
声
掛
け
で
避
難
な
ど
到
底

無
理
」
「
保
育
士
配
置
基
準
は
何
事
も

起
こ
ら
な
い
前
提
で
成
り
立
っ
て
い
る
。

常
に
ぎ
り
ぎ
り
の
状
態
で
何
が
起
こ
っ

て
も
子
ど
も
の
安
全
を
守
れ
る
自
信
が

な
い
」
等
切
実
な
声
が
満
載
。

朝
夕
の
送
迎
時
に
保
育
士
の
数
が
足

り
な
い
と
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
か
と
の

問
い
に
「
足
り
て
い
な
い
と
感
じ
る
」

保
護
者
が
90
％
。
「
子
ど
も
同
士
が
喧

嘩
を
し
て
い
る
と
き
、
保
育
士
が
他
の

子
に
か
か
り
き
り
で
、
す
ぐ
に
対
応
で

き
ず
に
い
た
」
「
い
つ
も
忙
し
そ
う
に

し
て
い
る
。
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
っ
て

も
声
を
か
け
ず
ら
い
」
「
１
歳
児
ク
ラ

ス
、
ト
イ
レ
へ
行
け
る
子
が
ト
イ
レ
か

ら
出
て
き
た
後
、
先
生
は
他
の
子
の
お

む
つ
交
換
を
し
て
い
て
裸
の
ま
ま
」
な

ど
保
護
者
か
ら
の
声
も
切
実
で
す
。

現
在
、
日
本
の
保
育
士
配
置
基
準
は

左
表
の
と
お
り
、
０
歳
児
３
人
に
１
人
、

１
・
２
歳
児
６
人
に
１
人
、
３
歳
児
20

人
に
１
人
、
４
・
５
歳
児
30
人
に
１
人

で
す
。

児
童
福
祉
法
が
施
行
さ
れ
た
１
９
４

８
年
か
ら
４
・
5
歳
児
は
保
育
士
一
人

当
た
り
30
人
の
ま
ま
。
１
・
２
歳
児
の

６
人
は
50
年
間
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

小
学
校
で
は
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
て
、
国

が
順
次
全
学
年
で
の
35
人
学
級
が
決
ま

り
、
中
学
校
で
も
35
人
学
級
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
就
学
前
の
４
・

５
歳
児
保
育
は
30
人
に
１
人
と
は
あ
ま

り
に
も
ひ
ど
い
状
態
で
す
。

国
の
配
置
基
準
で
１
歳
児
は
６
人
に

１
人
で
す
が
、
そ
れ
で
は
対
応
が
困
難

な
た
め
、
知
立
市
も
含
め
、
多
く
の
自

治
体
や
民
間
保
育
園
で
も
保
育
士
の
加

配
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
配
置
基
準
は

国
の
園
児
１
人
当
た
り
の
公
定
価
格
の

基
に
な
る
た
め
、
加
配
し
た
保
育
士
の

費
用
は
市
の
持
ち
出
し
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
小
規
模
保
育
事
業
の
場
合
、

市
の
補
助
が
な
く
国
基
準
の
交
付
金
の

み
の
運
営
と
な
り
園
の
運
営
は
厳
し
く

な
り
ま
す
。

多
く
の
保
育
園
は
11
時
間
以
上
開
園

し
て
い
る
た
め
、
交
代
勤
務
制
を
と
っ

て
い
ま
す
。
し
か
も
、
常
時
複
数
で
の

保
育
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
子
ど
も
が

一
人
で
も
２
人
の
保
育
士
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
定
員
の
倍
近
い
保
育
士
が

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
員
を
正
規
職

員
で
対
応
す
る
こ
と
は
経
済
的
に
不
可

能
な
の
で
、
短
時
間
勤
務
の
パ
ー
ト
職

員
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
保
育
士

が
働
き
甲
斐
を

感
じ
ら
れ
る
よ

う
な
保
育
環
境

を
整
え
る
こ
と

は
喫
緊
の
課
題

で
す
。

国
基
準
、
４
・
５
歳
児
30
人
に

１
人
、
３
歳
児
は
20
人
に
１
人

11
月
15
日
愛
知
保
育
団
体
連
絡
協
議
会
加
盟
の
知
立
市
内
の
小
規
模
保
育

園
（
さ
く
ら
ん
ぼ
保
育
園
、
華
の
子
ラ
ン
ド
）
園
長
等
が
議
会
各
会
派
を
説

明
に
訪
れ
ま
し
た
。
訪
問
の
目
的
は
国
に
対
し
て
「
保
育
士
配
置
基
準
改
善

を
求
め
る
意
見
書
」
提
出
を
求
め
る
請
願
書
の
趣
旨
説
明
と
紹
介
議
員
と
な

る
こ
と
の
要
請
で
し
た
。
資
料
と
し
て
、
愛
保
協
が
県
内
労
働
組
合
の
協
力

を
得
て
、
保
育
者
と
保
護
者
か
ら
集
め
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
そ
こ
に
は
、
保
育
者
・
保
護
者
の
切
実
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
保
育
士
配
置
基
準
改
善
を
求
め
る
」
請
願
書
提
出
に

先
立
ち
、
愛
保
協
が
市
議
会
の
会
派
を
訪
問
・
説
明

,
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お問合せは
各議員まで

知
立
市
の
配
置
基
準
は

１
歳
児
を
４
人
に
１
人

保育士

配置基準

保
育
士
ア
ン
ケ
ー
ト
に

寄
せ
ら
れ
た
切
実
な
声

保
護
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

保
育
士
配
置
基
準
を
改
善
し
、

適
切
な
保
育
環
境
を
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全国で広がる小中学校の給食無償化

実施76自治体→現在224 5年で3倍化

２
０
１
７
年
に
は
小
中
学
校
と
も
無

償
化
し
た
自
治
体
数
は
76
だ
っ
た
も
の

が
、
現
在
は
２
２
４
自
治
体
へ
５
年
間

で
３
倍
化
（
10
月
29
日
時
点
、
党
自
治

体
局
調
べ
）
。
大
都
市
に
も
広
が
っ
て

い
ま
す
。
青
森
市
（
人
口
27
万
人
）
は
、

こ
の
10
月
か
ら
小
中
学
校
と
も
無
償
化
、

東
京
都
葛
飾
区
（
人
口
46
万
人
）
は
来

年
４
月
か
ら
実
施
予
定
で
す
。

宮
城
県
富
谷
市
（
人
口
５
万
人
）
は
、

来
年
４
月
か
ら
実
施
、
必
要
額
は
３
億

円
程
度
で
、
財
源
は
毎
年
発
生
す
る
７

億
～
10
億
の
黒
字
の
一
部
を
充
当
す
る

と
し
て
い
ま
す
。

憲
法
第
26
条
は
「
義
務
教
育
は
、
こ

れ
を
無
償
に
す
る
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
に
無
償
化
さ
れ
て
い
る

の
は
授
業
料
と
教
科
書
代
の
み
で
、
教

材
費
、
学
用
品
な
ど
は
保
護
者
負
担
で

す
。
中
で
も
重
い
負
担
は
給
食
費
で
す
。

給
食
費
の
１
人
当
た
り
平
均
月
額
は

小
学
校
４
３
４
３
円
、
中
学
校
４
９
４

１
円
（
17
年
文
科
省
調
査
）
。
小
中
学

校
の
子
ど
も
２
人
世
帯
の
場
合
、
年
11

万
円
余
の
負
担
で
す
。
日
本
の
相
対
的

貧
困
率
は
15
・
７
％
（
18
年
）
。
人
口

の
６
人
に
１
人
が
平
均
よ
り
低
い
所
得

で
暮
ら
し
、
子
ど
も
は
７
人
に
１
人
が

貧
困
状
態
、
給
食
費
無
償
化
は
待
っ
た

な
し
の
課
題
と
な
り
、
今
無
償
化
が
拡

大
し
て
い
ま
す
。

知
立
市
の
給
食
費
（
上
表
）
は
、
小

学
校
で
年
額
４
万
８
０
０
０
円
（
月
平

均
４
０
０
０
円
）
、
中
学
校
５
万
３
７

６
０
円
（
月
平
均
４
４
８
０
円
）
で
す
。

全
国
平
均
よ
り
安
く
な
っ
て
は
い
る
も

の
の
、
重
い
負
担
に
変
わ
り
な
く
、
多

子
世
帯
ほ
ど
負
担
が
重
い
の
が
実
態
。

知
立
市
は
無
償
化
に
つ
い
て
、
食
材
費

は
保
護
者
負
担
と
の
立
場
で
、
無
償
化

に
否
定
的
で
す
。

日
本
共
産
党
の
参
院
代
表
質
問
（
10

月
７
日
）
で
、
「
学
校
給
食
法
は
自
治

体
の
判
断
で
給
食
費
の
全
額
を
補
助
す

る
こ
と
を
否
定
し
て
い
な
い
」
と
指
摘
。

岸
田
首
相
は
「
自
治
体
が
補
助
す
る
こ

と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
補
助

を
認
め
ま
し
た
。
貧
困
と
格
差
が
拡
大

す
る
も
と
、
市
は
給
食
無
償
化
を
真
摯

に
検
討
す
べ
き
で
す
。

現
在
、
子
ど
も
7
人
に
1
人
が
貧
困
状
態
と
言
わ
れ
る
中
、
物
価
高

騰
も
重
な
り
、
給
食
費
が
子
育
て
世
帯
の
重
い
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
国
会
で
、
憲
法
26
条
の
「
義
務
教
育
は
、
こ
れ
を
無
償

に
す
る
」
と
い
う
規
定
通
り
に
学
校
給
食
を
無
償
と
す
る
よ
う
に
提
案

し
、
地
方
議
員
も
自
治
体
で
の
実
施
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
今
、
無
償

化
を
求
め
る
願
い
は
急
速
に
広
が
り
、
給
食
費
を
無
償
と
す
る
自
治
体

が
増
え
て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
知
立
市
議
団
は
６
月
３
日
、
知
立
市

に
「
学
校
給
食
へ
の
公
的
補
助
と
給
食
無
償
化
を
求
め
る
要
望
書
」
を

提
出
し
ま
し
た
。

憲
法
第
26
条
は
「
義
務
教
育
は
、
こ
れ
を
無
償

に
す
る
」
に
基
づ
き
給
食
無
償
化
を

学
校
給
食
法
は
自
治
体
の
判
断
で

給
食
費
の
全
額
補
助
を
容
認

佐
藤
お
さ
む
議
員

山屋敷町東山8-11

TEL Fax 83-2389

中
島
た
か
し
議
員

昭和三丁目２－２３

日
本
共
産
党
市
会
議
員

富
谷
市
「
財
源
は
毎
年
発
生
す

る
黒
字
分
の
一
部
を
充
当
」

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
、
市
政
へ
の
要
望
、
生
活

相
談
は
右
の
議
員
ま
で
。

学 校

給食費

相
対
的
貧
困
率
は
15
・
７
％
、

子
ど
も
７
人
に
１
人
が
貧
困
状
態

知立市の22年度小中学校給食費（円）

一食 年間食数 年負担額

小学校
250 192

48,000
（月4,000）

小学校６年間で 288,000円

中学校
280 192

53,760
（月4,480）

中学校３年間で 161,280円

小中学校９年間で1人につき 449,280円

◆子どもが２人では倍の負担に

市民の方から、「毎年4月に
障害者福祉タクシー券を貰っ
ているが、４月に貰いに行く
のを忘れて、月を越して貰い
にいったら枚数を3枚減らされた。毎年４月
に36枚貰っているのに、月を越したからと
減らすのは余りにもセコイ」とのお怒りの
電話がありました。

年度途中で対象となった人以外で、毎年3
6枚交付を受けている人へは、月を越したか
らと枚数を減らすいかがなものか。36枚交

日
本
共
産
党

「セコイやり方やめて！」


